






表－１　ｔの値
	区　　分
	ｔ

	幹線
	1.4～2.5

	準幹線
	1.7～2.0

	区画幹線
	1.5～1.7

	区画道路
	1.2～1.4

	行止り
	0.8～0.9




表－２　Ｘの値
	区　　分
	Ｘ

	アーケードあり
	0.2

	歩道あり
	0.1

	舗装なし
	-0.1-
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  表－１   ｔの値  

区    分  ｔ  

幹 線  1.4 ～ 2.5  

準幹 線  1.7 ～ 2.0  

区画幹線  1.5 ～ 1.7  

区画道路  1.2 ～ 1.4  

行止 り  0.8 ～ 0.9  

    表－２   Ｘの値    

区    分  Ｘ  

アーケードあり  0.2  

歩道あり  0.1  

舗装なし  - 0.1 -  

